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１．規制への適合性 

（閉じ込めの機能） 

第四条 安全機能を有する施設は，放射性物質を限定された区域に適切

に閉じ込めることができるものでなければならない。 

 適合のための設計方針 

安全機能を有する施設は，放射性物質を限定された区域に閉じ込める機

能を有する設計とするため，以下の設計を行うものとする。 

(１) 放射性物質を内包する系統及び機器は，溶接構造，異材継手，フラン

ジ継手により接続することにより，放射性物質が漏えいし難い構造と

する。また，腐食対策として，取り扱う放射性物質，化学薬品，圧力

及び温度並びに保守及び修理の条件を考慮し，腐食し難い材料を使用

するとともに，腐食しろを確保する設計とする。 

(２) プルトニウムを含む溶液及び粉末並びに高レベル放射性液体廃棄物

（以下「高レベル廃液」という。）を内包する系統及び機器は，分析の

ため少量を取り扱う場合や，ウラン・プルトニウム混合酸化物粉末を封

入した混合酸化物貯蔵容器を取り扱う場合を除き，セル等に収納する設

計とする。液体状の放射性物質を内包する系統及び機器を収納するセル

等の床にはステンレス鋼製の漏えい液受皿を設置し，液体状の放射性物

質がセル等に漏えいした場合は，漏えい検知装置により検知し，漏えい

の拡大を防止するとともに，化学的性状に応じた移送先に移送し処理で

きる設計とする。 

(３) プルトニウムを含む溶液及び高レベル廃液を内包する系統及び機器，

ウランを非密封で大量に取り扱う系統及び機器，セル等並びにこれら

を収納する建屋は，以下の事項を満足する気体廃棄物の廃棄施設を有
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する設計とする。 

ａ．気体廃棄物の廃棄施設は，放射性物質の漏えい及び逆流を防止す

る設計とする。 

ｂ．プルトニウムを含む溶液及び粉末並びに高レベル廃液を内包する

系統及び機器，ウランを非密封で大量に取り扱う系統及び機器，セ

ル等並びにこれらを収納する建屋は，原則として，常時負圧に保ち，

それぞれの気圧は，原則として，建屋，セル等，系統及び機器の順

に気圧が低くなるように設計する。 

ｃ．気体廃棄物の廃棄施設は，洗浄塔，凝縮器，デミスタ，高性能粒

子フィルタ，吸収塔及び吸着塔により，放射性物質を適切に除去し

た後，主排気筒から放出する設計とする。 

ｄ．設計基準事故時においても，可能な限り負圧維持，漏えい及び逆

流防止の機能を確保する設計とするとともに，一部の換気系統の機

能が損なわれた場合においても，再処理施設全体として気体の閉じ

込めの機能を確保する設計とする。 

【補足説明資料－１ :1.1】 
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２．設計の基本方針 

２．１ 使用済燃料等の閉じ込めに関する構造 

  安全機能を有する施設は，放射性物質を系統若しくは機器に閉じ込める，

又は漏えいした場合においても，セル，グローブ ボックス及びこれらと同

等の閉じ込め機能を有する施設（以下「セル等」という。）若しくは建屋内

に保持し，放射性物質を限定された区域に閉じ込める設計とする。 

【補足説明資料－１：1.1，2.1】 

放射性物質を限定された区域に閉じ込めるための機能に係る再処理施設の

設計の基本方針を以下のとおりとする。 

(１) 放射性物質を内包する系統及び機器は，溶接構造，異材継手,フランジ

継手により接続することにより，放射性物質が漏えいし難い構造とする。

また，腐食対策として，取り扱う放射性物質，化学薬品，圧力及び温度

並びに保守及び修理の条件を考慮し，腐食し難い材料を使用するととも

に，腐食しろを確保する設計とする。 

【補足説明資料－１：1.1】 

(２) プルトニウムを含む溶液及び粉末並びに高レベル廃液を内包する系統及

び機器は，分析のため少量を取り扱う場合や，ウラン・プルトニウム混

合酸化物粉末を封入した混合酸化物貯蔵容器を取り扱う場合を除き，セ

ル等に収納する設計とする。液体状の放射性物質を内包する系統及び機

器を収納するセル等の床にはステンレス鋼製の漏えい液受皿を設置し，

液体状の放射性物質がセル等に漏えいした場合は，漏えい検知装置によ

り検知し，漏えいの拡大を防止するとともに，化学的性状に応じた移送

先に移送し処理できる設計とする。 

【補足説明資料－１：1.1】 

(３) プルトニウムを含む溶液及び高レベル廃液を内包する系統及び機器，ウ
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ランを非密封で大量に取り扱う系統及び機器，セル等並びにこれらを収

納する建屋は，原則として，常時負圧に保ち，それぞれの気圧は，原則

として，建屋，セル等，系統及び機器の順に気圧が低くなるように設計

する。 

 気体廃棄物の廃棄施設は，放射性物質の漏えい及び逆流を防止する設

計とするとともに，洗浄塔，凝縮器，デミスタ，高性能粒子フィルタ，

吸収塔及び吸着塔により，放射性物質を適切に除去した後，主排気筒か

ら放出する設計とする。 

 設計基準事故時においても，可能な限り負圧維持，漏えい及び逆流防

止の機能が確保される設計とするとともに，一部の換気系統の機能が損

なわれた場合においても，再処理施設全体として気体の閉じ込め機能を

確保する設計とする。 

【補足説明資料－１：1.1】 

２．２ 使用済燃料等の閉じ込めに関する設計 

 安全機能を有する施設は，放射性物質を限定された区域に閉じ込めるため

に，放射性物質を内包する系統及び機器は，腐食し難く，漏えいし難い構造

とするとともに，セル，グローブ ボックス及びこれらと同等の閉じ込め機

能を有する施設（以下「セル等」という。）又は室に収納する設計とする。

また，粉末状の放射性物質を非密封で取り扱う場合は，密閉した系統及び機

器内で取り扱う設計とする。 

【補足説明資料－１ :1.1，2.1】 

 さらに，放射性物質を内包する系統及び機器，セル等及び室並びにセル等

及び室を収納する建屋は，気体廃棄物の廃棄施設により負圧に維持する設計

とする。また，万一液体状の放射性物質が漏えいした場合には，漏えいの拡

大を防止し安全に処置できる設計とする。 
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(１) 放射性物質を内包する系統及び機器は，取り扱う放射性物質，化学薬 

 品，圧力及び温度並びに保守及び修理の条件を考慮し，ステンレス鋼， 

 ジルコニウムその他の腐食し難い材料を使用するとともに，腐食しろを 

 確保する設計とする。さらに，溶接構造，爆着接合法による異材継手， 

 フランジ継手及び水封により接続し放射性物質が漏えいし難い設計とす 

 る。 

  また，以下の基本方針により材料選定及び異種材料の接続を行う。 

ａ．材料選定の基本方針 

放射性物質を含む硝酸溶液を取り扱う系統及び機器は，ステンレス鋼

を使用し，常圧沸騰状態で比較的硝酸濃度の高い溶液を取り扱う場合に

はジルコニウムを使用する。 

ｂ．異種材料の接続の基本方針 

ジルコニウムとステンレス鋼との接続は，爆着接合法による異材継手，

フランジ継手及び水封を使用する。 

フランジ継手は，セル外において異種材料の接続を行う場合に用いる。

また，水封は，保守が必要なセル内の機器の気相部の接続に用いる。 

(２) 放射性物質を内包する系統及び機器は，その性状に応じてセル等又は室

に適切に収納する設計とする。プルトニウムを含む溶液及び粉末並びに高

レベル廃液を内包する系統及び機器は，分析のため少量を取り扱う場合や，

ウラン・プルトニウム混合酸化物粉末を封入した混合酸化物貯蔵容器を取

り扱う場合を除き，セル等に収納する設計とする。液体状の放射性物質を

内包する系統及び機器を収納するセル等の床にはステンレス鋼製の漏えい

液受皿を設置し，万一液体状の放射性物質がセル等に漏えいした場合は，

漏えい検知装置により漏えいを検知し，漏えいの拡大を防止するとともに，

スチーム ジェット ポンプ，ポンプ又は重力流により漏えいした液の化学
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的性状に応じて定めた移送先に移送し処理できる設計とする。 

  液体状の放射性物質を内包する系統及び機器を設置する室の床には漏

えい液受皿を設置し，万一液体状の放射性物質が漏えいした場合は，漏

えいを検知し，漏えいの拡大を防止するとともに，漏えいした液の移送

及び処理ができる設計とする。 

 漏えいした液の発熱量が大きく，沸騰のおそれがあるか又は有機溶媒

を含む漏えいした液がｎ－ドデカンの引火点に達するおそれのあるセル

等については，漏えいを検知するための漏えい検知装置を多重化し，万

一外部電源が喪失した場合でも漏えいした液を確実に移送するために，

スチーム ジェット ポンプを使用する場合の蒸気は，その他再処理設備

の附属施設の安全蒸気系に，ポンプを使用する場合の電源は，非常用所

内電源系統に接続する設計とする。また，ポンプは，多重化するか，万

一故障しても漏えいした液が沸騰に至らない間に修理又は交換できる設

計とする。 

  精製施設のプルトニウム精製設備及び脱硝施設のウラン・プルトニウ

ム混合脱硝設備には，通常の運転状態において硝酸プルトニウム並びに

硝酸プルトニウム及び硝酸ウラニルの混合溶液の無限体系の未臨界濃度

以上のプルトニウムを含む溶液を内包する機器から，万一漏えいが発生

した場合でも臨界とならない漏えい液受皿を設ける設計とする。 

  連続移送の配管から漏えいのおそれがあり，漏えいしたプルトニウム

を含む溶液の回収が重力流によらない場合は，漏えい検知装置を臨界安

全管理の観点から多重化し，万一漏えいした場合には，漏えいを確実に

検知し移送する設計とする。 

(３) プルトニウムを含む溶液及び高レベル廃液を内包する系統及び機器並び

にウランを非密封で大量に取り扱う系統及び機器は，運転切替えに伴う変
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動時を除き，気体廃棄物の廃棄施設により常時負圧に保ち，それらの系統

及び機器からの廃ガスは，洗浄，凝縮，吸着及びろ過により放射性物質を

合理的に達成できる限り除去した後，主排気筒から放出する設計とする。 

 また，セル等及びこれらを収納する建屋は，運転切替えに伴う変動時

を除き，気体廃棄物の廃棄施設により常時負圧に保ち，排気は，ろ過し

た後，主排気筒から放出する設計とする。 

さらに，それぞれの気圧は，原則として，建屋，セル等，系統及び機

器の順に気圧が低くなるように設計するとともに，気体廃棄物の廃棄施

設は，漏えい及び逆流を防止する設計とする。 

設計基準事故時においても，可能な限り負圧維持，漏えい及び逆流防

止の機能が確保される設計とするとともに，一部の換気系統の機能が損

なわれた場合においても，再処理施設全体としては，その機能が維持さ

れ，公衆に対して著しい放射線被ばくのリスクを与えないよう，気体の

閉じ込めの機能を確保する設計とする。 

(４) プルトニウムを含む溶液及び高レベル廃液を内包する系統及び機器並び

にウランを非密封で大量に取り扱う系統及び機器以外の放射性物質を内

包する系統及び機器は，気体廃棄物の廃棄施設により負圧に保ち，それ

らの系統及び機器からの廃ガスは，洗浄，凝縮及びろ過により放射性物

質を合理的に達成できる限り除去した後，主排気筒又は北換気筒から放

出する設計とする。 

 また，セル等及びこれらを収納する建屋は，気体廃棄物の廃棄施設に

より負圧に保ち，排気は，ろ過した後，主排気筒若しくは北換気筒又は

低レベル廃棄物処理建屋換気筒から放出する設計とする。 

さらに，それぞれの気圧は，原則として，建屋，セル等，系統及び機

器の順に気圧が低くなるように設計するとともに，気体廃棄物の廃棄施
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設は，漏えい及び逆流を防止する設計とする。 

【補足説明資料－１ :1.1】 

(5) ウランを含む粉末，焼却灰その他の粉末状の放射性物質を非密封で取り

扱う場合は，密閉した系統及び機器内で取り扱う設計とする。

【補足説明資料－１ :2.1】 

(6) 安全機能を有する施設の閉じ込めは，取り扱う放射性物質の種類及び性

状（気体，液体及び固体）に応じて設計する。 

ａ．使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の燃料取出しピット及び燃料貯

蔵プールは，ステンレス鋼を内張りすることによりプール水が漏えいし

難い構造とするとともに，万一燃料貯蔵プール水が漏えいした場合でも

プール水の漏えいを検知し安全に処置できる設計とする。 

ｂ．再処理設備本体 

せん断処理施設は，せん断粉末が漏えいし難い設計とする。 

 溶解施設，分離施設，精製施設及び脱硝施設の放射性物質を内包する

系統及び機器は，腐食し難い材料を用いるとともに，漏えいし難い構造

とし，漏えいの拡大を防止し安全に処置できる設計とする。 

酸及び溶媒の回収施設の放射性物質を内包する系統及び機器は，腐食

し難い材料を用いるとともに，漏えいし難い構造とし，漏えいの拡大を

防止し安全に処置できる設計とする。また，酸及び溶媒の回収施設の蒸

発缶は，減圧下で蒸発を行い運転温度を低くすることにより，腐食し難

い環境とする設計とする。 

ｃ．製品貯蔵施設 

ウラン酸化物貯蔵設備は，ウラン酸化物貯蔵容器にウラン酸化物を封

入し，閉じ込め機能を確保する設計とする。 
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 ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵設備は，混合酸化物貯蔵容器に

ウラン・プルトニウム混合酸化物を封入し，閉じ込め機能を確保する設

計とする。 

ｄ．放射性廃棄物の廃棄施設 

(ａ) 気体廃棄物の廃棄施設 

 せん断処理・溶解廃ガス処理設備，高レベル廃液ガラス固化廃ガス処

理設備及び塔槽類廃ガス処理設備の放射性物質を内包する系統及び機器

は，腐食し難い材料を用いるとともに，漏えいし難い構造とし，気体状

の放射性物質の漏えいの拡大を防止し安全に処置できる設計とする。ま

た，これらの設備は気体状の放射性物質の漏えい及び逆流を防止する設

計とする。 

 換気設備は，汚染のおそれのある区域を清浄区域より負圧に維持でき

る設計とし，汚染の程度の低い区域から高い区域に空気を流すことので

きる設計とする。 

(ｂ) 液体廃棄物の廃棄施設 

 高レベル廃液処理設備の放射性物質を内包する系統及び機器は，腐食

し難い材料を用いるとともに，漏えいし難い構造とし，漏えいの拡大を

防止し安全に処置できる設計とする。また，高レベル廃液処理設備の高

レベル廃液濃縮缶は，減圧下で蒸発を行い運転温度を低くすることによ

り，腐食し難い環境とする設計とする。 

 低レベル廃液処理設備の放射性物質を内包する系統及び機器は，腐食

し難い材料を用いるとともに，漏えいし難い構造とし，漏えいの拡大を

防止し安全に処置できる設計とする。 

(ｃ) 固体廃棄物の廃棄施設 

 固体廃棄物の廃棄施設の液体状の放射性物質を内包する系統及び機器
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は，腐食し難い材料を用いるとともに，漏えいし難い構造とし，漏えい

の拡大を防止し安全に処置できる設計とする。 

ｅ．その他再処理設備の附属施設 

 分析設備の分析装置及び分析済溶液処理系の機器は，セル等又は室に

収納し，液体状の放射性物質の漏えいの拡大を防止し，安全に処置でき

る設計とする。また，セル等又は室は，気体廃棄物の廃棄施設により閉

じ込め機能を確保できる設計とする。 

【補足説明資料－１ :1.1】 
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１．１ 事業指定基準規則と再処理施設安全審査指針等との比較 

２．粉末状の放射性物質の取り扱いについて 

２．１ 経緯および対応方針 

２．２ 対象設備 

２．３ 主な対策 
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補
1-
1-
1
 

１
．

閉
じ

込
め

に
係

る
要

求
事

項
に

つ
い

て
 
 

１
．

１
事

業
指

定
基

準
規

則
と

再
処

理
施

設
安

全
審

査
指

針
等

と
の

比
較

（
1/

3
）

 

事
業

指
定

基
準

規
則

 
再

処
理

施
設

安
全

審
査

指
針

／
設

工
認

技
術

基
準

 
比

較
結

果
 

（
閉

じ
込

め
の

機
能

）
 

第
四

条
 

安
全
機

能
を

有
す

る
施
設

は
、

放
射

性
物

質
を

限
定

さ
れ
た

区
域

に
適

切
に

閉
じ
込

め
る

こ
と

が
で
き

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

（
解

釈
）

 

１
 

第
４

条
に

規
定

す
る

「
限
定

さ
れ

た
区

域
に

適
切

に
閉

じ
込
め

る
」

と

は
、

放
射

性
物
質

を
系

統
若

し
く
は

機
器

に
閉

じ
込

め
る

こ
と

、
又
は

漏

え
い

し
た

場
合
に

お
い

て
も

、
セ
ル

等
若

し
く

は
構

築
物

内
の

区
域
に

保

持
す

る
こ

と
を
い

う
。

 

２
 

第
４

条
の

規
定

に
つ

い
て
は

以
下

の
各

号
に

掲
げ

る
措

置
を
考

慮
す

る

こ
と

。
 

 
 

一
 

放
射
性

物
質

を
収

納
す
る

系
統

及
び

機
器

は
、

放
射

性
物
質

の
漏

え

い
を

防
止

で
き
る

設
計

で
あ

る
こ
と

。
ま

た
、

使
用

す
る

化
学

薬
品
等

に
対

し
て

適
切
な

腐
食

対
策

が
講
じ

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

 

 
 

二
 

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
を

含
む
溶

液
及

び
粉

末
並

び
に

高
レ

ベ
ル
放

射
性

液

体
廃

棄
物

を
内
蔵

す
る

系
統

及
び
機

器
は

、
原

則
と

し
て

、
セ

ル
等
に

収
納

さ
れ

る
こ
と

。
ま

た
、

セ
ル
等

は
、

液
体

状
の

放
射

性
物

質
が
漏

え
い

し
た

場
合
に

、
そ

の
漏

え
い
を

感
知

し
、

漏
え

い
の

拡
大

を
防
止

す
る

と
と

も
に

漏
え

い
し
た

放
射
性

物
質

を
安

全
に

移
送

及
び

処
理

す

る
こ

と
が

で
き
る

設
計

で
あ

る
こ
と

。
 

（
再

処
理

施
設
安

全
審

査
指

針
）

 

指
針

4
 

閉
じ
込

め
の

機
能

 

 
再

処
理

施
設
は

、
以

下
の

対
策
を

講
ず

る
こ

と
に

よ
り

、
放

射
性
物

質
を

限

定
さ

れ
た

区
域
に

閉
じ

込
め

る
機
能

を
有

す
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

 

（
設

工
認

技
術
基

準
）

 

第
七

条
 

再
処
理

施
設

は
、

次
に
掲

げ
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
使

用
済
燃

料
、

使

用
済

燃
料

か
ら
分

離
さ

れ
た

物
又
は

こ
れ

ら
に

よ
っ

て
汚

染
さ

れ
た

物
（

以
下

「
使
用

済
燃

料
等

」
と
い

う
。

）
を

限
定

さ
れ

た
区

域
に

閉
じ

込
め

る
機
能

を
保

持
す

る
よ
う

に
施

設
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

（
再

処
理

施
設
安

全
審

査
指

針
）

 

指
針

4
 

閉
じ
込

め
の

機
能

 

1
 

放
射

性
物
質

を
収

納
す

る
系

統
及

び
機

器
は

、
放

射
性

物
質

が
漏
洩

し
難

い
構

造
で

あ
る

こ
と

。
ま
た

、
使
用

す
る

化
学

薬
品

等
に

対
し

て
適
切

な

腐
食

対
策

が
講
じ

ら
れ

て
い

る
こ
と

。
 

2
 

プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
を

含
む

溶
液

、
粉

末
及

び
高

レ
ベ

ル
放

射
性

液
体
廃

棄
物

を
内

蔵
す

る
系
統

及
び

機
器

は
、

原
則

と
し

て
、
セ

ル
等

に
収

納
さ
れ

る

こ
と

。
セ

ル
等
は

、
液

体
状

の
放
射

性
物

質
が

漏
洩

し
た

場
合

に
、
そ

の

漏
洩

を
検

知
し
、

漏
洩

の
拡

大
を
防

止
す

る
と

と
も

に
漏

洩
し

た
放
射

性

物
質

を
安

全
に
移

送
及

び
処

理
す
る

こ
と

が
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ
と

。
 

要
求

事
項
 

放
射

性
物

質
を
限

定
さ

れ
た

区

域
に

閉
じ

込
め
る

こ
と

が
で

き

る
こ

と
 

明
確

化
さ

れ
た

要
求
事

項
 

な
し

 



補
1-
1-
2
 

１
．

１
事

業
指

定
基

準
規

則
と

再
処

理
施

設
安

全
審

査
指

針
等

と
の

比
較

（
2/

3
）

 

事
業

指
定

基
準

規
則

 
再

処
理

施
設

安
全

審
査

指
針

／
設

工
認

技
術

基
準

 
比

較
結

果
 

（
解

釈
）

 

 
 

三
 

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
を

含
む
溶

液
及

び
高

レ
ベ

ル
放

射
性

液
体
廃

棄
物

を

内
蔵

す
る

系
統
及

び
機

器
、

ウ
ラ
ン

を
非

密
封

で
大

量
に

取
り

扱
う
系

統
、

機
器

、
セ
ル

等
並

び
に

こ
れ
ら

を
収

納
す

る
構

築
物

は
、

以
下
に

掲
げ

る
事

項
を
満

足
す

る
換

気
系
統

を
有

す
る

こ
と

。
 

①
換
気

系
統

は
、

放
射
性

物
質

の
漏

え
い

を
防

止
で

き
る
設

計
で

あ

り
、

か
つ

逆
流
を

防
止

で
き

る
設
計

で
あ

る
こ

と
。

②
プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

を
含

む
溶

液
及

び
高
レ

ベ
ル

放
射

性
液
体

廃
棄

物

を
内

蔵
す

る
系
統

及
び

機
器

、
ウ
ラ

ン
を

非
密

封
で

大
量

に
取

り
扱

う
系

統
、

機
器
、

セ
ル

等
並

び
に
こ

れ
ら

を
収

納
す

る
構

築
物

は
、

原
則

と
し

て
、
換

気
機

能
に

よ
り

常
時

負
圧

に
保
た

れ
て

い
る

こ

と
。

ま
た

、
そ
れ

ぞ
れ

の
気

圧
は
、

原
則

と
し

て
、

構
築

物
、

セ
ル

等
、

系
統

及
び
機

器
の

順
に

低
く
す

る
こ

と
。

③
換
気

系
統

に
は

、
フ
ィ

ル
タ

、
洗

浄
塔

等
の

放
射

性
物
質

を
除

去

す
る

た
め

の
系
統

及
び

機
器

が
適
切

に
設

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

。

（
再

処
理

施
設
安

全
審

査
指

針
）

 

指
針

4
 

閉
じ
込

め
の

機
能

 

3
 

プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
を

含
む

溶
液

及
び

高
レ

ベ
ル

放
射

性
液

体
廃

 
棄
物

を
内

蔵
す

る
系

統
及
び

機
器

、
ウ

ラ
ン
を

非
密

封
で

大
量

に
取

り
扱

う
系
統

及
び

機
器

、
セ

ル
等
並

び
に

こ
れ

ら
を
収

納
す

る
構

築
物

は
、

以
下

の
事
項

を
満

足
す

る
換

気
系
統

を
有

す
る

こ
と

。
 

(
1
)

換
気
系

統
は

、
放

射
性

物
質

が
漏

洩
し

難
く

、
か

つ
逆

流
し
難

い
構

造
で

あ
る

こ
と
。

(
2
)

換
気
系

統
に

よ
り

、
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
を

含
む

溶
液

及
び

高
レ
ベ

ル
放

射
性

液
体

廃
棄
物

を
内

蔵
す

る
系
統

及
び

機
器

、
ウ

ラ
ン

を
非

密
封
で

大
量

に
取

り
扱
う

系
統

及
び

機
器
、

セ
ル

等
並

び
に

こ
れ

ら
を

収
納
す

る
構

築
物

は
、
原

則
と

し
て

、
常
時

負
圧

に
保

た
れ

て
い

る
こ

と
。
ま

た
、

そ
れ

ぞ
れ
の

気
圧

は
、

原
則

と
し

て
、

構
築
物

、
セ

ル
等

、
系
統

及
び

機
器

の
順
に

低
く

す
る

こ
と

。

(
3
)

換
気
系

統
に

は
、

フ
ィ

ル
タ

、
洗

浄
塔

等
の

放
射

性
物

質
を
除

去
す

る
た

め
の

系
統
及

び
機

器
が

適
切
に

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

要
求

事
項
 

以
下

に
掲

げ
る
事

項
を

満
足

す

る
換

気
系

統
を
有

す
る

こ
と

 

・
漏

え
い

を
防
止

・
逆

流
を

防
止

・
常

時
負

圧
に
保

た
れ

て
い

る

・
気

圧
は

構
築
物

、
セ

ル
等

、

系
統

及
び

機
器
の

順
に

低
く

す
る

・
放

射
性

物
質
を

除
去

す
る

た

め
の

系
統

及
び
機

器
が

設
け

ら
れ

て
い

る

明
確

化
さ

れ
た

要
求

事
項

 

な
し

 



補
1-
1-
3
 

１
．

１
事

業
指

定
基

準
規

則
と

再
処

理
施

設
安

全
審

査
指

針
等

と
の

比
較

（
3/

3
）

 

事
業

指
定

基
準

規
則

 
再

処
理

施
設

安
全

審
査

指
針

／
設

工
認

技
術

基
準

 
比

較
結

果
 

④
上

記
２

三
③
の

「
放

射
性

物
質
を

除
去

す
る

た
め

の
系

統
及

び
機
器

が
適

切
に

設
け
ら

れ
て

い
る

」
と
は

、
原

則
と

し
て

、
以

下
の

各
号
に

掲
げ

る
事

項
が
満

足
さ

れ
る

よ
う
、

換
気

系
統

が
設

計
さ

れ
て

い
る
こ

と
を

い
う

。

イ
運

転
時
及

び
停

止
時

に
お
い

て
は

、
公

衆
の

線
量

が
合

理
的
に

達

成
で

き
る

限
り
低

く
な

る
よ

う
に
、

放
射

性
物

質
を

含
む

気
体

中

の
放

射
性

物
質
の

濃
度

を
フ

ィ
ル
タ

、
洗

浄
塔

等
に

よ
っ

て
低

減

さ
せ

た
後

、
十
分

な
拡

散
効

果
を
有

す
る

排
気

筒
か

ら
放

出
す

る

こ
と

。

ロ
放

射
性
物

質
を

含
む

気
体
が

上
記

イ
の

低
減

効
果

を
持

つ
系
統

及

び
機

器
を

経
ず
に

環
境

中
へ

放
出
さ

れ
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

負

圧
維

持
、

換
気
系

統
外

へ
の

漏
え
い

防
止

及
び

逆
流

防
止

の
機

能

が
確

保
さ

れ
て
い

る
こ

と
。

た
だ
し

、
核

種
に

よ
っ

て
、

そ
の

放

出
に

伴
う

公
衆
の

線
量

が
、

合
理
的

に
達

成
で

き
る

限
り

低
い

と

判
断

さ
れ

る
場
合

に
お

い
て

は
、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

ハ
同

様
に
放

出
に

よ
る

公
衆
の

線
量

が
合

理
的

に
達

成
で

き
る
限

り

低
い

と
判

断
さ
れ

る
場

合
に

お
い
て

は
、

主
排

気
筒

の
み

な
ら

ず
、

局
所

的
な
排

気
筒

か
ら

の
放
出

も
許

容
さ

れ
る

。

ニ
設

計
基
準

事
故

時
に

お
い
て

も
可

能
な

限
り

上
記

ロ
の

負
圧
維

持
、

換
気

系
統
外

へ
の

漏
え

い
防
止

及
び

逆
流

防
止

の
機

能
が

確

保
さ

れ
る

よ
う
設

計
さ

れ
て

い
る
こ

と
。

ホ
設

計
基

準
事

故
時
に

お
い

て
、

一
部

の
換

気
系

統
の
機

能
が

損

な
わ

れ
て

も
、
再

処
理

施
設

全
体
と

し
て

は
、

換
気

系
統

の
機

能

が
維

持
さ

れ
、
公

衆
に

対
し

て
著
し

い
放

射
線

被
ば

く
の

リ
ス

ク

を
与

え
な

い
よ
う

、
十

分
な

気
体
の

閉
じ

込
め

の
機

能
が

確
保

さ

れ
て

い
る

こ
と
。

（
再

処
理

施
設
安

全
審

査
指

針
 
解

説
）

 

指
針

4
 

閉
じ
込

め
の

機
能

 

5
 

 
「

放
射
性

物
質

を
除

去
す

る
た

め
の

系
統

及
び

機
器

が
適

切
に
設

け
ら

れ
て

い
る

」
と
は

、
次

の
原

則
が
満

足
さ

れ
る

よ
う

、
換

気
系

統
が
設

計

さ
れ

て
い

る
こ
と

を
い

う
。

 

 
平

常
時

に
お
い

て
は

、
一

般
公
衆

の
線

量
当

量
が

合
理

的
に

達
成
で

き

る
限

り
低

く
な
る

よ
う

に
、

放
射
性

物
質

を
含

む
気

体
中

の
放

射
性
物

質

の
濃

度
を

フ
ィ
ル

タ
、

洗
浄

塔
等
に

よ
っ

て
低

減
さ

せ
た

後
、

十
分
な

拡

散
効

果
を

有
す
る

排
気

筒
か

ら
放
出

す
る

こ
と

。
こ

の
た

め
、

放
射
性

物

質
を

含
む

気
体
が

こ
れ

ら
の

低
減
効

果
を

持
つ

系
統

及
び

機
器

を
経
ず

に

環
境

中
へ

放
出
さ

れ
る

こ
と

が
な
い

よ
う

、
負

圧
維

持
、

換
気

系
統
外

へ

の
漏

洩
防

止
及
び

逆
流

防
止

の
機
能

が
確

保
さ

れ
て

い
る

必
要

が
あ
る

。

た
だ

し
、

核
種
に

よ
っ

て
、

そ
の
放

出
に

伴
う

一
般

公
衆

の
線

量
当
量

が
、

合
理

的
に
達

成
で

き
る

限
り
低

い
と

判
断

さ
れ

る
場

合
に

お
い
て

は
、

こ
の

限
り
で

は
な

い
。

ま
た
、

同
様

に
放

出
に

よ
る

一
般

公
衆
の

線

量
当

量
が

合
理
的

に
達

成
で

き
る
限

り
低

い
と

判
断

さ
れ

る
場

合
に
お

い

て
は

、
主

排
気
筒

の
み

な
ら

ず
、

局
所

的
な

排
気
筒

か
ら

の
放

出
も
許

容

さ
れ

る
。

 

 
設

計
基

準
事
象

想
定

時
に

お
い
て

も
可

能
な

限
り

前
述

の
負

圧
維
持

、

換
気

系
統

外
へ
の

漏
洩

防
止

及
び
逆

流
防

止
の

機
能

が
確

保
さ

れ
る
よ

う

設
計

さ
れ

て
い
る

必
要

が
あ

る
。
た

だ
し

、
設

計
基

準
事

象
想

定
時
に

お

い
て

、
一

部
の
換

気
系

統
に

つ
い
て

、
こ

れ
ら

の
機

能
が

損
な

わ
れ
る

こ

と
が

あ
っ

て
も
、

再
処

理
施

設
全
体

と
し

て
み

た
と

き
に

は
、

こ
れ
ら

の

機
能

が
維

持
さ
れ

、
一

般
公

衆
に
対

し
て

著
し

い
放

射
線

被
ば

く
の
リ

ス

ク
を

与
え

な
い
よ

う
、

十
分

な
気
体

の
閉

じ
込

め
の

機
能

が
確

保
さ
れ

て

い
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。

要
求

事
項
 

以
下

の
各

号
に
掲

げ
る

事
項

が

満
足

さ
れ

る
よ
う

、
換

気
系

統

が
設

計
さ

れ
て
い

る
こ

と
 

・
低

減
さ

せ
た
後

、
十

分
な

拡

散
効

果
を

有
す
る

排
気

筒
か

ら
放

出
す

る

・
低

減
効

果
を
持

つ
系

統
及

び

機
器

を
経

ず
に
環

境
中

へ
放

出
さ

れ
る

こ
と
が

な
い

・
局

所
的

な
排
気

筒
か

ら
の

放

出
も

許
容

さ
れ
る

・
設

計
基

準
事
故

時
に

お
い

て

も
負

圧
維

持
、
換

気
系

統
外

へ
の

漏
え

い
防
止

及
び

逆
流

防
止

の
機

能
が
確

保

・
設

計
基

準
事
故

時
に

お
い

て
、

公
衆

に
対
し

て
著

し
い

放
射

線
被

ば
く
の

リ
ス

ク
を

与
え

な
い

よ
う
、

十
分

な
気

体
の

閉
じ

込
め
の

機
能

が
確

保
さ

れ
て

い
る

明
確

化
さ

れ
た

要
求

事
項

 

な
し

 

以
上

の
こ

と
か

ら
第

四
条

「
閉

じ
込

め
の

機
能

」
の

要
求

は
、

こ
れ

ま
で

の
「

再
処

理
施

設
安

全
審

査
指

針
」

及
び

「
設

工
認

技
術

基
準

」
の

要
件

を
明

確
に

し
た

も
の

で
、

新
規

要
求

事
項

は
な

い
。
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補
2-
1-
1
 

２
．

粉
末

状
の

放
射

性
物

質
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

 

大
洗

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

フ
ー

ド
外

へ
の

飛
散

に
よ

る
作

業
者

の
内

部
被

ば
く

・
汚

染
事

象
を

踏
ま

え
た

、
追

加

対
策

の
説

明
を

次
ペ

ー
ジ

以
降

に
示

す
。

 

２
．

１
経

緯
お

よ
び

対
応

方
針

 

大
洗

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

放
射

性
物

質
の

フ
ー

ド
外

へ
の

飛
散

に
よ

る
作

業
者

の
内

部
被

ば
く

・
汚

染
事

象
を

踏
ま

え
、

粉
末

状

の
放

射
性

物
質

が
外

部
に

飛
散

す
る

こ
と

が
な

い
状

態
で

取
り

扱
う

こ
と

を
明

確
化

し
、

必
要

な
設

備
対

応
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

具
体

的
に

は
以

下
の

と
お

り
と

す
る

。
 


粉

末
状

の
放

射
性

物
質

を
非

密
封

で
取

り
扱

う
場

合
は

、
密

閉
し

た
系

統
及

び
機

器
内

で
取

り
扱

う
設

計
と

す
る

。


プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
を

含
む

粉
末

を
内

包
す

る
系

統
及

び
機

器
は

、
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
酸

化
物

粉
末

を
混

合
酸

化
物

貯
蔵

容
器

に

収
納

す
る

場
合

を
除

き
、

セ
ル

等
に

収
納

す
る

設
計

と
す

る
。


ウ

ラ
ン

を
含

む
粉

末
、

焼
却

灰
そ

の
他

の
粉

末
状

の
放

射
性

物
質

を
非

密
封

で
取

り
扱

う
場

合
は

、
密

閉
し

た
系

統
及

び
機

器
内

で
取

り

扱
う

設
計

と
す

る
。



補
2-
1-
2
 

２
．

２
 

対
象

設
備

 


 
前

述
の

方
針

に
基

づ
き

、
放

射
性

物
質

を
非

密
封

で
取

り
扱

う
設

備
に

お
い

て
、

現
状

に
お

い
て

も
放

射
性

物
質

が
外

部
に

飛
散

す
る

お

そ
れ

が
な

い
構

造
と

は
な

っ
て

い
る

が
、

一
部

の
設

備
に

つ
い

て
は

、
更

な
る

安
全

性
向

上
の

観
点

か
ら

対
策

を
行

う
。

 


 
ウ

ラ
ン

脱
硝

建
屋

で
は

、
フ

ラ
ン

ジ
脱

着
装

置
に

お
け

る
ウ

ラ
ン

酸
化

物
貯

蔵
容

器
の

フ
ラ

ン
ジ

を
常

設
の

設
備

に
接

続
す

る
た

め
の

専

用
フ

ラ
ン

ジ
へ

の
交

換
及

び
ウ

ラ
ン

粉
末

の
分

析
試

料
の

採
取

作
業

等
に

つ
い

て
は

ボ
ッ

ク
ス

内
で

行
わ

れ
る

が
、

ボ
ッ

ク
ス

の
一

部
に

開
口

部
が

存
在

す
る

。
こ

れ
ら

の
設

備
に

対
し

て
、

ウ
ラ

ン
粉

末
が

外
部

に
飛

散
す

る
こ

と
を

防
止

す
る

た
め

の
安

全
性

向
上

対
策

を
行

う
。

対
策

設
備

の
例

を
以

下
に

示
す

。
 

 
 

①
フ

ラ
ン

ジ
脱

着
装

置
 

 
 
ウ

ラ
ン

酸
化

物
貯

蔵
容

器
の

フ
ラ

ン
ジ

を
充

て
ん

装
置

、
気

流
輸

送
装

置
と

取
合

う
た

め
の

専
用

の
フ

ラ
ン

ジ
に

交
換

す
る

装
置

で
あ

り
、

当
該

装
置

は
ボ

ッ
ク

ス
内

で
フ

ラ
ン

ジ
を

取
り

扱
う

構
造

で
あ

る
た

め
、

フ
ラ

ン
ジ

交
換

時
に

一
時

的
に

ウ
ラ

ン
酸

化
物

粉

末
を

封
入

し
た

ウ
ラ

ン
酸

化
物

貯
蔵

容
器

が
ボ

ッ
ク

ス
内

で
開

放
状

態
と

な
る

。
 

 ②
規

格
外

製
品

充
て

ん
ボ

ッ
ク

ス
 

 
規

格
外

製
品

受
槽

と
規

格
外

製
品

容
器

の
接

続
・

切
り

離
し

（
配

管
が

一
時

的
に

開
放

状
態

と
な

る
）

の
た

め
の

配
管

フ
ラ

ン
ジ

を

ボ
ッ

ク
ス

内
に

設
置

し
て

い
る

。
 

 ③
 U

O 3
サ

ン
プ

ル
ボ

ッ
ク

ス
 
 

 
当

該
ボ

ッ
ク

ス
で

は
採

取
し

た
ウ

ラ
ン

粉
末

の
分

析
試

料
を

収
納

し
た

サ
ン

プ
ル

瓶
を

一
時

的
に

開
放

し
た

状
態

で
取

り
扱

う
。

 

 ④
除

染
フ

ー
ド

 

 
機

器
の

分
解

点
検

で
取

外
し

た
ウ

ラ
ン

粉
末

が
少

量
付

着
し

た
焼

結
金

属
フ

ィ
ル

タ
等

の
洗

浄
作

業
を

行
う

。
 



補
2-
1-
3
 

２
．

３
 

主
な

対
策

 


放

射
性

物
質

が
機

器
の

外
部

に
飛

散
す

る
こ

と
を

防
止

す
る

た
め

、
機

器
内

に
閉

じ
込

め
る

た
め

の
措

置
を

講
じ

る
。

【
対

策
例

】

・
除
染

フ
ー

ド
(ウ

ラ
ン
脱

硝
建
屋

)

こ
れ

ま
で
は

洗
浄
作

業
を

実
施
す
る

場
合

、
オ

ー
プ

ン
ポ

ー
ト

を

開
放
し

て
腕

を
挿
入

し
直

接
作
業
す

る
構

造
と

な
っ

て
い

る
た

め
、
オ

ー
プ

ン
ポ
ー

ト
部

に
グ
ロ
ー

ブ
を

設
置
し

、
作

業
時

は
オ

ー
プ
ン

ポ
ー

ト
を
閉

じ
た

状
態
で
、

グ
ロ

ー
ブ

作
業

に
よ

り
ウ

ラ

ン
粉
末

を
取

り
扱
う

こ
と

と
し
、
飛

散
を

防
止

す
る

。

・
規

格
外

製
品

充
て

ん
ボ

ッ
ク
ス

(ウ
ラ
ン

脱
硝

建
屋

)

規
格

外
製

品
受

槽
と

規
格

外
製
品
容

器
の

接
続
・

切
り

離
し
作
業

を
実

施
す

る
場

合
、

当
該

ボ
ッ
ク
ス

の
ポ

ー
ト
部

（
開

口
部
）
を

塞
い

で
い

る
扉

を
開

放
し

て
ポ
ー
ト

部
に

腕
を
挿

入
し

直
接
作
業

す
る

構
造

と
な

っ
て

い
る

た
め
、

ポ
ー
ト

部
に

グ
ロ
ー

ブ
を

設
置

し
た

後
、

グ
ロ

ー
ブ

作
業

に
よ
り
接

続
・

切
り
離

し
を

行
う
こ
と

と
し

、
飛

散
を

防
止

す
る

。
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